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学反応の動力学｣と ｢力学系｣の境界領域である｡ この新しい境界分野が ｢基礎物理学｣
としての新しい可能性を秘めているという重要性を考えるとき､わが国の物理学の殿堂で
ある基礎物理学研究所において､化学反応と力学系の双方にまたがる本研究会 ｢非平衡非
定常ダイナミクスの解明一新しい化学反応論を目指して-｣を開催できたことは､この分
野の進展にとって大きな契機となったものと確信している｡
将来､この新しい研究分野を一層実りあるものとしていくために､今後､本研究会を契
機に､単なる異分野問の交流や勉強会ではなく､｢非平衡非定常ダイナミクスとしての化
学反応論の枠組の建設｣を目指した､化学の実験家と理論家､それに物理の力学系や物
性基礎の研究者を交えた活気のある討論の場を様々な形で開いていけたらと考えている｡
その中から､現在までの実験的理論的問題点や現状の把握 ･検討を行い､新たな課題の設
定や今後の研究の方向性の探索を通して､将来の具体的な成果達成に向けた手がかりを掴
み､最終的に､｢化学反応を通して､非線形性 ･非平衡性 ･非定常性がいかに現れるのか
を再考することから､分子集団のもつ特質を力学系や統計力学的問題として捉えることに
より､最終的に新しい化学反応理論の創造に結びつける｣という最終目標を達成したいと
考えている｡
世話人 長岡正隆 ･戸田幹人
関本謙 ･寺嶋正秀
岡本裕巳 ･武夫真二
清水寧
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研究会報告
研究会プログラム
:第一日:12方15日(火)
SessionI(座長 :戸田帝人)
13:30-15:30長岡正隆 (名古屋大学):
化学反応エネルギー移動と分子袷的熱移動の非平衡性
16:00-18:00岡本裕巳(東京大学):
分子内振動から分子内 ･分子間自由度-の超高速なエネルギーの流れ
-ピコ秒振動分光法による研究-
:第二日:12月16日(水)
SessionII(座長:岡本裕巳)
09:00-10:30岩田耕一 (東京大学):
時間分解分光法でみた溶液中の化学反応
11:00-12:30水谷泰久 (分子科学研究所):
液相中で分子はどのように冷えていくか
一金属ポルフィリンの振動エネルギー緩和-
SessionIII(座長:清水寧)
13:30-15:30小西哲朗 (名古屋大学):
高次元ハミルトン系の位相空間構造
16:00-17:30首藤啓 (東京都立大学)斉藤真司 (名古屋大学):
内部自由度をもつハミル トン系における遅い緩和の起顔
18:00-21:00(懇親会)
-4-
｢非平衡非定常ダイナミクスの解明 一新しい化学反応論を目指して-｣
:第三日:12月17日(木)
SessionIV(座長:首藤啓)
09:00-ll:00北原和夫 (国際キリスト教大学):
非平衡熱力学の基本的問題
11:30-13:00高塚和夫 (東京大学)):
多チャンネルの化学反応とその複雑さの起源
SessionV(座長:小西哲朗)
14:00-16:00松本充弘 (京都大学):
核生成とその周辺
16:30-18:00戸田幹人(京都大学)):
高励起振動状態の分子におけるアーノルド拡散
:第四日:12月18日(金)
SessionVI(座長:関本謙)
09:00-ll.･00寺嶋正秀 (京都大学).･
溶液内での電子励起エネルギーの熱化過程
11:30-13:00武未真二 (京都大学):
熱伝導の量子論
SessionVII(座長:長岡正隆)
14:00-15:30伊吹和泰 (同志社大学):
拡散律速反応のダイナミクスに対するスモルコフスキー理論の改良"
16:00-17:30関本謙 (京都大学):
揺らぎ世界のエネルギー論
17:30-18:00本堂毅 (東北大学):
コメント
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